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2025 年度活動報告書 

2025 年 04 月 01 日～2026 年 3 月 31 日 

 

【当会活動地の状況】 

紛争、災害、経済危機の三重苦が当会活動地を襲う支援の「空白」エリア。 

 

1. 当会活動地（カーボデルガド州ペンバ市）の状況 

• 紛争の再燃と避難民の増加: 2024 年末に始まったコンゴ民主共和国東部での紛争激化と、それに伴う

EU のルワンダ軍への資金支援の不透明化が影響し、モザンビーク北部の治安は急速に悪化。 

• カーボデルガド州北部ではイスラム過激派の攻撃が再燃し、新たに約 3 万人以上の子どもを含む住民

がペンバ市周辺へ避難してきた（2025 年 7 月時点）。 

• サイクロン被害の慢性化: 2024 年 12 月に直撃したサイクロン「Chido」により、当会の事務所兼住居

および「寺子屋キッズ」の家の約 90 軒が破壊。国際的な大規模支援は主要な再定住キャンプに集中

しており、当会が活動するスラム地区への復旧支援は依然として届いていない。 

• 貧困度と失業率の急上昇: 紛争とサイクロンによる物流停滞と農地破壊により、食料価格が高騰。住

民の 8 割以上が一日 2 ドル未満で生活する極度の貧困状態にあり、天然ガスプロジェクト再開の延期

（2029 年予定）も相まって、地元での雇用機会はほぼ喪失。 

2. モザンビークのいのちをつなぐ会の活動状況と財務状況 

厳しい環境下において、「教育」「配食」「公衆衛生」の継続に全力を注ぎ、支援と経済の循環を創造する

ための「小さな商いプロジェクト」への資金調達にも挑戦したが、非常に厳しい局面。 

• 活動の遅延: イニシャルコストの大きい「小さな商いプロジェクト」の資金調達ができず。 

また、当初の計画では 3 年かけて被災家屋（90 軒）の修理を進める予定であったが、資金不足と緊急

的な人道支援へのリソース転換により、修理完了は全体の 5%未満にとどまっている。 

• 資金調達の難航: 世界的な景気停滞の影響、民間助成金においては国内向けに資金が集中し、主要な

助成金獲得には至らず、個人寄付の増加も困難。突破口となる新たな施策を模索中。 

 

当会活動地を含む東アフリカ、中東地域で先の読めない紛争の勃発。紛争・サイクロン・

貧困と食糧難のさらなる深刻化と、届かない人道支援の中、「平和の家」管理者を含む当会

関係者青年が 10 名病死するという厳しい年となった。 

 

★2025 年に重視する行動・３つの柱★   

１：食べられる：子どもたちもコミュニティの人もスタッフも皆が食べていける支援。 

２：知られる：認知度の低い地から、現状と声を届けていく広報。 

３：思いやる：困っている人を見逃さない、見捨てないコミュニティ文化の強化。 



【2025 年度の活動方針】 

食糧難・衛生・サイクロン・紛争の４点から命を確実に守る人道支援に注力。 

スラムの経済と支援の循環を創造する 10 年計画「小さな商いプロジェクト」の仕込みも“諦めず”行った。 

 

2025 年度の収入は、2024 年度比４割減、2024 年度は 2023 年度比５割減しており、活動内容が広く深

くなっているにも関わらず、獲得できる資金が減少の一途。助成金の縮小や経済低迷により、 

資金確保が非常に厳しくなっているが、資金源の多様化にも今後力を入れていく。 

 

※2025 年度の活動に関して、毎月日本・モザンビーク事務局にてオンライン会議及び役員会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

                      

イスラム過激派のアフリカでの動き 

 

【表彰】 

●社会ボランティア賞（2025 年 9 月）：ソロプチミスト日本財団 

●第 7 回 SDGs ジャパンスカラシップ岩佐賞・教育の部（2026 年 3 月）：岩佐教育文化財団 

 

 

 

 

 

 

社会ボランティア賞             SDGｓ岩佐賞・教育の部 



【メディア掲載】 

 

2025 年 5 月 4 日（日） 

毎日新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 12 月 5 日毎日新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【2025 年度の活動計画骨子】 
 
 
＜組織基盤整備＞ 長期的な活動の持続可能な体制づくり。 

・ 資金調達の多様化 

・ ウェビナーの実施（4 回） 

 

＜教育活動＞  350名のスラムとテロ紛争避難民の子どもが通う寺子屋の運営（2箇所）。 

・ 【重要】朝と晩の配食活動 

・ 寺子屋での子ども教育の継続 

・ 寺子屋ガールズ巾着プロジェクト（4 年目） 

 

＜公衆衛生活動＞ 基本的な公衆衛生知識の供与と疾病死亡率の低減。 

・ 【重要】ペンバ寺子屋こども公衆衛生・感染症対策教育 

・ 【NEW】水系感染症予防のための排水設備整備 

 

＜環境保全活動＞ コミュニティで取り組む環境美化と貧困と環境保全問題の両立。 

・ 廃プラ削減・環境保全ワークショップ 

 

＜テロ紛争・サイクロン被災者支援活動＞ 被災者の命と暮らしを守る活動。 

・ 【NEW】サイクロンで破壊した家屋の修理 

・ エスパンサオン共同水場の深井戸設置 

 

＜国際相互理解推進活動＞ 平和・相互扶助・国際交流をテーマとした講義公演活動。 

・ 日本国内での講義公演活動 

 

【重要】＜小さな商いプロジェクト＞ コミュニティの経済と社会支援が回る事業の創出。 

・ ミニバスの運行 

 

 NHK WORLD での番組化 



【2025 年度の主な活動内容】 

 

【 組織基盤整備 】長期的な活動の持続可能な体制づくり。 

《資金調達の多様化》 

当会の資金の８，９割を占める民間助成金の縮小により、活動資金が年々大幅減少している。一方、サイクロ

ンや紛争、食糧難により必要資金は増加。最低限、子どもたちの命を守る「食」の資金を確保するためにも、

人脈づくりを行うことで若干であるが寄付金が増加。一方でマンスリーメンバー登録人数が25人から22人に、

家庭の経済的理由から、減少した。 

《ウェビナーの実施（4 回）》 

アフリカ☓アート対話を７月から 10 月まで合計 4 回実施。各回 20 名ほどのオンライン来場があった。 

11 月に「ナティティ平和の家」の管理者が病死し、喪に服すため一旦中止しているが、2026 年度は形を変え

て再開する予定。 

【 教育活動 】350 名のスラムとテロ紛争避難民の子どもが通う寺子屋の運営（2 箇所）。 

5年連続子どもたちの死亡率ゼロを達成中！ 

【重要】《朝と晩の配食活動》 

ペンバ寺子屋の子どもたちの１５％が１日１食以下であり（2021 年４月調査）、寺子屋での配食活動が無いと

１日何も食べれないという子どもが１０％以上いるため、引き続き、朝と晩の食料配布を継続。 

《寺子屋での子ども教育の継続》 

避難民の子どもも増加し、すでに寺子屋に通所する子どもが 350 名を超えている。加えて、幼児組の通所が増

加しているため、乳幼児死亡率が高い環境にある幼児の健康管理を実施しながら、教育活動を継続。寺子屋

OGOB を教師に起用する「学びの環」も強化。初めてのペンキ画教室も実施した。 

  

 



《寺子屋ガールズ巾着プロジェクト（４年目）》 

寺子屋の女子及び OG による巾着づくりアルバイトを去年に引き続き実施。200 枚制作し、コーヒーの販売に

関しては、理事の高井が担当した。コーヒー豆はウガンダ産を利用。 

  

   

【 公衆衛生活動 】基本的な公衆衛生知識の供与と疾病死亡率の低減。 

《ペンバ寺子屋こども公衆衛生・感染症対策教育》 

9 年目となる公衆衛生活動。寺子屋の子どもの死亡率 5 年連続ゼロを目指し達成した公衆衛生活動。 

コレラ、出血性結膜炎、麻疹（はしか）も流行しており、サイクロンで家を無くした子も多い。 

気候変動の影響で雨季が長引く傾向にあるため、劣悪な環境で衛生的に生きるための基本である、石鹸での手

洗いや爪切り、歯磨き、洗剤の使用方法、正しい感染予防の知識を供与し、確実に命を守った。 

   

★上級救命講習受講 in 北九州 

また北九州市消防局の「上級救命講習」を榎本、ナジャで受講。成人・乳幼児に対する心肺蘇生法（胸骨圧迫・

人工呼吸）や AEDの取扱い、異物除去法、止血法、傷病者管理法、副子固定法、搬送法などを学んだ。 

NEW《水系感染症予防のための排水設備整備》 

ペンバ寺子屋とナティティ平和の家が、洪水時に浸水し、汚物槽の水と混じって、汚水の水たまり状態が続き、

感染症の巣になるため、敷地内に水が貯まらないように、排水槽と路地（溝）への排水管を整備し、豪雨時で

も衛生的に施設を利用できるようにした。 

   



 

 

【 環境保全活動 】コミュニティで取り組む環境美化と貧困と環境保全問題の両立。 

《廃プラ削減・環境保全ワークショップ》 

子どもたちが年で一番楽しみにしている 6 月 1 日の国際子どもの日に合わせてペンバビーチに寺子屋キッズ

200 名を連れていき、海洋環境教育とビーチ美化を実施。年長組による廃プラ回収も行った。 

 

 

 

 

 

【 テロ紛争・サイクロン被災者支援活動 】被災者の命と暮らしを守る活動。 

NEW《サイクロンで破壊した家屋の修理》 

2024 年 12 月 15 日にペンバを直撃したサイクロン Chido により当会事務所兼住居（現在はテロ紛争避難民に

貸している部屋もある）の屋根も吹き飛び、寺子屋キッズの家も約 90 軒が破壊され、遠い親類の家に疎開し

ている子どもたちも多い。スラム地区は支援が一切入っておらず、しかも雨季。住民はなすすべなく途方に暮

れているため、当会で地道にスラムの壊れた家（特に屋根）の修理を行い 5 軒の修繕を行った。 

   



  

《エスパンサオン共同水場の深井戸設置》 

「エスパンサオン共同水場」の深井戸の設置をようやく実施することができた！！ 

また「ナティティ平和の家」の管理者が 11 月に病死。体調が悪くなってから継続的にサポートを行ってきた

にも関わらず、悲しみに覆われる年末年始となった。モザンビークの医療の質の低さを改めて実感。 

「ナティティ平和の家」はサイクロン被災者も居住しているため、メンテ＆管理業務を継続した。 

「エスパンサオン平和の家」は、資金不足のため建築ができない状態が続いているが、敷地内の整頓を実施。 

   

【 国際相互理解推進活動 】平和・相互扶助・国際交流をテーマとした講義公演活動。 

《日本国内での講義公演活動》 

東京(2)、神奈川(1)、山梨(2)、大阪(9)、福岡(7)、オンライン(6)で、27 個所、来場者数 3,323 名の講義公

演活動を実施。特に、学校での公演をメインにして、子どもたちに相互扶助・多様な文化の許容・人間

力の向上を目的とした講義公演活動を行うことが出来、次年度はインクルーシブ分野でも活動を行う。 

   



【 小さな商いプロジェクト 】 コミュニティの経済と社会支援が回る事業の創出。 

運送、加工業、パン屋、自動車整備等。スラムの人たちが日常的に利用できるサービスやモノを提供する小さ

な事業を創出していくための基盤づくり。2025 年度にはレンタカー事業を開始する計画で進めていたが、資

金調達が保留になり断念。 

  

《ミニバスの運行》 

ミニバスの運行。2023 年に運行するも１週間で中国企業のミキサー車のブレーキ故障による大事故に巻き込

まれ当会バスが廃車。裁判を経て、2025 年 3 月に中古ミニバスを購入。2025 年４月より運行開始し、利益を

子どものパン代金に充てる計画を立てていたが、PJ 関係者の病死により運行一時停止。利益を出せず。 

  

（補足）当会活動地・ペンバ市の施設所在地（南へ車で 5時間のナンプラ州にナンプラ寺子屋も有り） 

                     以上  


